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歳入合計 ………………… 201億9,720万8,347円
歳出合計 ………………… 193億2,522万7,312円
歳入歳出差引額 …………… 8億7,198万1,035円
実質収支 …………………… 5億9,374万4,074円

歳入総額は20,197,208千円ですが、その主なものです。

（単位：千円）

増減額平成25年度平成26年度区　　分

37,0332,529,7792,566,812市　 　 税

△ 53,8986,602,7036,548,805地方交付税

△ 806,0932,736,5331,930,440国庫支出金

52,792850,191902,983県 支 出 金

157,951553,265711,216繰　越　金

2,937,9003,007,2005,945,100市　 　 債

2,822,41717,374,79120,197,208歳入合計

増減額平成25年度平成26年度区　　分

△ 24,5742,871,5252,846,951人　件　費

90,7472,439,0722,529,819扶　助　費

236,5371,356,9891,593,526公　債　費

2,365,6903,680,3136,046,003投資的経費

2,661,65216,663,57519,325,227歳出合計

歳出総額は19,325,227千円ですが、その主なものです。

（単位：千円）

歳入合計…………………… 91億9,352万3,514円
歳出合計…………………… 87億2,276万3,778円
歳入歳出差引額 …………… 4億7,075万9,736円

（単位：円）

差　引　額歳　　　出歳　　　入会　　計　　名

324,471,527　3,782,905,183　4,107,376,710　国 民 健 康 保 険 事 業

1,686,698　275,652,489　277,339,187　後 期 高 齢 者 医 療

92,278,390　3,380,883,600　3,473,161,990　介 護 保 険 事 業

8,004,365　96,345,901　104,350,266　農 業 集 落 排 水 事 業

41,803,736　1,168,055,438　1,209,859,174　下 水 道 事 業

807,457　6,392,217　7,199,674　合 併 処 理 浄 化 槽 事 業

237,412　10,200,060　10,437,472　豊 川 財 産 区

570,413　948,300　1,518,713　下 虻 川 財 産 区

554,582　601,972　1,156,554　和 田 妹 川 財 産 区

345,156　778,618　1,123,774　飯 塚 区 財 産 区

470,759,736　8,722,763,778　9,193,523,514　計

●財政指数の推移
普通会計における主な財政指数の推移は、次の表のとおりです。

比　較平　成
25年度

平　成
26年度財政指数

　　　　　年度

△ 0.76.86.1① 実質収支比率（％）

0.010.320.33② 財 政 力 指 数

2.188.490.5③ 経常収支比率（％）

△ 1.59.27.7④ 実質公債費比率（％）

収益的収入 6億1,434万 916円

収益的支出 5億2,485万6,730円

資本的収入 2億2,378万1,474円

資本的支出 4億4,975万8,894円

平成26年度 

決　算 

一般会計 

平成26年度 

決　算 

特別会計 

※平成27年度に繰り越した事業に使う財源を差し引いた額

決算を認定

水道事業会計決算

9月定例会 
９月３日～25日 

2015年 

歳 入 歳 出

９月定例会は、９月３日から25日までの23日間に

わたり開催されました。

一般質問者７名、審議した議案は、報告案件３件、

条例案３件、単行案２件、一般会計補正予算、特別

会計補正予算５件を原案どおり可決、決算12件を認

定しました。

平成26年度 各会計

（単位：千円）

増　減
   Ｈ25末
現在高

   Ｈ26末
現在高

基　　金　　名

253,2551,934,6622,187,917財 政 調 整 基 金

14748減 債 基 金

828,7231,000,0001,828,723合 併 振 興 基 金

5,9658,99914,964ふ る さ と 応 援 基 金

△　6,7256,7250ふ る さ と 創 生 基 金

△453,3581,006,776553,418市役所庁舎建設基金

000宿泊施設運営振興基金

49,5679,571地 域 福 祉 基 金

37,5937,596ふるさと水と土保全基金

△　   5395390観 光 振 興 基 金

820,87420,882小 学 校 建 築 基 金

11,0491,050ス ポ ー ツ 振 興 基 金

627,3383,996,8314,624,169合　　　　計

増　減
Ｈ25末
残　高

Ｈ26末
現在高

会　計　名区
分

4,527,18113,969,13118,496,312一 般 会 計
普　

通

△  77,7223,145,2903,067,568水道事業会計
法　

適

△  59,1341,064,3591,005,225
農業集落排水
事業特別会計

法　
　

非　
　

適

△ 469,3828,992,4218,523,039
下 水 道 事 業
特 別 会 計

△　 1,24236,10534,863
合併処理浄化槽
事業特別会計

△ 529,75810,092,8859,563,127計

3,919,70127,207,30631,127,007合　　　計

（単位：千円）

積立金の状況 市 債 残 高
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委員会のうごき 

市はどう答えたか 

総務文教
委
員
長

大
谷
　
貞
廣

副
委
員
長

堀
井
　
克
見

委
　
員

佐
々
木
嘉
一

委
　
員

西
村
　
　
武

委
　
員

千
田
　
正
英

委
　
員

鈴
木
斌
次
郎

委
　
員
　
会
　
報
　
告

●
集
会
所
設
置
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

審
査
中
に
次
の
意
見
が
あ
っ

た
。

◎
集
会
施
設
の
現
状
は
、
自
治

会
館
、
集
会
所
、
分
館
、
児

童
館
等
々
が
あ
り
、
管
理
所

管
は
４
部
門
に
わ
た
っ
て
い

る
。
い
ず
れ
も
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
施
設
で
あ
り
ま
す
。

管
理
運
営
を
一
元
化
し
、
改

築
等
整
備
に
当
た
っ
て
は
公

正
、
平
等
な
取
扱
い
と
さ
れ

た
い
。

●
平
成
27
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）

旧
天
王
庁
舎
解
体
工
事
に

関
連
し
て
、
石
綿
調
査
委
託
料

問

２
５
０
万
６，

０
０
０
円
が
解

体
工
事
と
同
時
計
上
さ
れ
て
い

る
。
本
来
調
査
は
先
行
し
確
認

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

予
算
は
同
時
計
上
で
す
が
、

調
査
は
先
行
し
て
実
施
し
ま

す
。
ま
た
解
体
工
事
費
に
は
あ

ら
か
じ
め
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
費

を
含
み
積
算
し
て
い
ま
す
が
、

調
査
の
結
果
に
よ
り
不
要
で
あ

れ
ば
減
額
し
ま
す
。

出
戸
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
建
物
調
査
委
託
料
47

万
６，

０
０
０
円
の
内
容
は
。

調
査
内
容
は
、
簡
易
の
耐

震
調
査
、
屋
根
、
壁
の
構
造
調

査
で
す
。
今
後
の
改
修
等
を
踏

ま
え
調
査
す
る
も
の
で
す
。

消
耗
品
費
２
２
０
万
円
は

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
発
行
し
た
石
川

翁
関
連
に
関
る
書
籍
「
改
革
者

た
ち
の
軌
跡
」
を
購
入
し
、
ど

の
よ
う
に
活
用
す
る
も
の
か
。

同
書
は
、
石
川
翁
に
関
す

る
文
献
資
料
と
し
て
、
幅
広
く

紹
介
さ
れ
て
お
り
、
今
後
学
校

教
育
の
教
材
と
す
る
他
、
図
書

館
、
公
民
館
等
に
配
備
し
、
市

答 問 文
化
財
保
護
費
に
つ
い
て

答 問 答

民
か
ら
広
く
愛
読
さ
れ
、
活
用

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

当
該
書
籍
を
一
読
し
た
が

難
し
い
文
脈
、
漢
字
が
用
い
ら

れ
、
小
中
学
生
に
理
解
で
き
る

か
疑
問
。
学
習
に
ど
う
生
か
す

か
説
明
を
。

小
中
学
生
に
、
ふ
る
さ
と

学
習
を
計
画
し
て
お
り
、
そ
の

中
で
学
年
ご
と
に
理
解
で
き
る

も
の
か
ら
学
習
に
生
か
し
た

い
。
郷
土
の
偉
人
を
知
る
こ
と

に
よ
り
、
地
域
課
題
解
決
に
役

立
て
た
い
。

今
回
の
書
籍
の
購
入
に
は

疑
問
が
あ
る
。
通
常
学
校
で
の

教
材
と
し
て
活
用
す
る
の
で
あ

れ
ば
、
研
究
専
門
家
、
教
育
委

員
会
等
で
編
集
、
責
任
監
修
と

い
う
発
行
手
続
き
が
必
要
で
は

な
い
か
。

今
回
の
文
献
の
購
入
は
、

教
育
委
員
会
と
し
て
、
小
中
学

生
の
学
校
教
材
並
び
に
社
会
教

育
資
料
と
し
て
購
入
す
る
も
の

で
あ
り
ご
理
解
願
い
た
い
。

答 問 答 問

●
平
成
26
年
度
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

市
税
の
不
納
欠
損
額
が
前

年
よ
り
２，

０
０
０
万
円
増
え

て
い
る
が
理
由
は
何
か
。

市
税
の
滞
納
繰
越
分
は
、

秋
田
県
滞
納
整
理
機
構
に
委
託

し
て
い
ま
す
。
機
構
と
協
議
し
、

納
付
が
極
め
て
困
難
と
判
断
し

た
者
で
、
執
行
停
止
し
て
３
年

経
過
し
た
滞
納
繰
越
分
を
不
納

欠
損
処
分
し
た
も
の
で
す
。

◎
そ
の
他
、
各
費
目
に
わ
た
り

質
疑
あ
り
説
明
を
受
け
了
承

し
た
。
意
見
と
し
て
、
合
併

算
定
替
え
に
よ
り
地
方
交
付

税
の
減
額
は
明
ら
か
で
あ

り
、
加
え
て
経
常
収
支
比
率

が
上
昇
し
て
い
る
。
合
併
特

例
債
の
発
行
や
下
水
道
事
業

へ
投
資
に
よ
り
公
債
費
の
将

来
負
担
比
率
が
高
く
な
り
つ

つ
あ
り
、
財
政
の
健
全
性
確

保
が
必
至
。
財
政
計
画
を
基

軸
と
し
た
市
政
運
営
を
進
め

る
べ
き
で
あ
る
。

答 問

完成した妹川浜集会所

●９月定例会に計上された補正予算の主なもの （単位：千円）

●補正後の各会計の予算額 （単位：千円）

平成27年度　各会計補正予算 

補　正　額項　　　　　　　　目

68,613旧天王庁舎等解体工事
一　

般　

会　

計

11,779個人番号カード交付事業費負担金

4,914福祉医療費システム改修委託料

1,000あきた創業支援ファンド出資金

20,107道の駅ＥＶ充電設備設置工事

30,051田屋分館（仮称）建築工事

7,630豊川河川改修に伴う配水管添架工事水道

補正後の予算額補　正　額会　　　計　　　名

14,834,765185,858一 般 会 計

4,473,5714,928国民健康保険事業特別会計

276,2841,685後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計

3,659,48760,625介 護 保 険 事 業 特 別 会 計

1,262,6687,852下 水 道 事 業 特 別 会 計

566,63011,335水道事業会計（収益的支出）

９
月
定
例
会

９
月
定
例
会
に
提
出
提
出
さ
れ
た

さ
れ
た
議
案
等

議
案
等 

９
月
定
例
会

９
月
定
例
会
に
提
出
提
出
さ
れ
た

さ
れ
た
議
案
等

議
案
等 

９
月
定
例
会

９
月
定
例
会
に
提
出
提
出
さ
れ
た

さ
れ
た
議
案
等

議
案
等 

９
月
定
例
会

９
月
定
例
会
に
提
出
提
出
さ
れ
た

さ
れ
た
議
案
等

議
案
等 

９
月
定
例
会

９
月
定
例
会
に
提
出
提
出
さ
れ
た

さ
れ
た
議
案
等

議
案
等 

９
月
定
例
会

９
月
定
例
会
に
提
出
提
出
さ
れ
た

さ
れ
た
議
案
等

議
案
等 

９
月
定
例
会

９
月
定
例
会
に
提
出
提
出
さ
れ
た

さ
れ
た
議
案
等

議
案
等 

９
月
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
議
案
等 

◆
報

告

事

項

・
平
成
26
年
度
潟
上
市
健
全
化
判
断
比
率

・
平
成
26
年
度
潟
上
市
公
営
企
業
資
金
不
足

比
率

・
平
成
26
年
度
一
般
会
計
予
算
の
継
続
費
精

算
報
告
書

◆
条
例
の
改
正
　
　
　
全
案
可
決

・
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

・
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
集
会
所
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◆
単
　
行
　
案
　
　
　
全
案
可
決

・
潟
上
市
及
び
秋
田
県
に
お
け
る
行
政
不
服

審
査
会
に
関
す
る
事
務
の
委
託

・
平
成
26
年
度
水
道
事
業
会
計
未
処
分
利
益

剰
余
金
の
処
分

◆
補

正

予

算
　
　
　
全
案
可
決

・
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

・
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

・
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）

・
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）

・
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

◆
決
算
の
認
定
　
　
　
認
　
　
定

・
一
般
会
計

・
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

・
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

・
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

・
下
水
道
事
業
特
別
会
計

・
合
併
処
理
浄
化
槽
事
業
特
別
会
計

・
豊
川
財
産
区
特
別
会
計

・
下
虻
川
財
産
区
特
別
会
計

・
和
田
妹
川
財
産
区
特
別
会
計

・
飯
塚
財
産
区
特
別
会
計

・
水
道
事
業
会
計

◆
陳
　
　
　
情
　
　
　
採
　
　
択

・
大
久
保
駅
西
口
の
開
設
に
関
す
る
要
望
書

・「
所
得
税
法
第
56
条
の
廃
止
を
求
め
る
意

見
書
」
の
提
出
に
つ
い
て
の
陳
情

・
外
国
人
の
扶
養
控
除
制
度
の
見
直
し
を
求

め
る
意
見
書
の
採
択
を
求
め
る
陳
情

◆
陳
　
　
　
情
　
　
　
継
続
審
査

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
平
成
28
年
１
月
実

施
の
延
期
と
改
正
案
の
凍
結
を
求
め
る
意

見
書
の
提
出
に
つ
い
て
の
陳
情

（
総
務
文
教
常
任
委
員
会
）

・
憲
法
に
違
反
す
る
安
全
保
障
関
連
法
案
を

廃
案
と
す
る
よ
う
関
係
機
関
へ
の
意
見
書

提
出
を
求
め
る
陳
情

（
総
務
文
教
常
任
委
員
会
）
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委員会のうごき 

市はどう答えたか 

社会厚生
委
員
長

鐙
　
　
仁
志

副
委
員
長

菅
原
　
久
和

委
　
員

澤
井
昭
二
郎

委
　
員

戸
田
　
俊
樹

委
　
員

伊
藤
　
正
吉

委
　
員

伊
藤
　
榮
悦

委
　
員
　
会
　
報
　
告

９月

定例会

Ｋ

Ａ

Ｔ

Ａ

Ｇ

Ａ

Ｍ

Ｉ

か た が み 市 議 会 だ よ り 2015.117

委員会のうごき 

市はどう答えたか 

産業建設
委
員
長

中
川
　
光
博

副
委
員
長

菅
原
理
恵
子

委
　
員

小
林
　
　
悟

委
　
員

藤
原
　
幸
雄

委
　
員

藤
原
　
典
男

委
　
員

佐
藤
　
義
久

委
　
員

児
玉
　
春
雄

委
　
員
　
会
　
報
　
告

●
手
数
料
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

通
知
カ
ー
ド
と
個
人
番
号

カ
ー
ド
の
違
い
は
。

通
知
カ
ー
ド
は
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
を
知
ら
せ
る
カ
ー
ド

で
、
市
民
全
員
に
送
付
さ
れ
る

が
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
は
Ｉ
Ｃ

チ
ッ
プ
を
内
蔵
し
、
顔
写
真
が

入
っ
て
い
る
カ
ー
ド
で
、
身
分

証
明
書
と
し
て
使
用
で
き
、
希

望
者
に
交
付
し
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
つ
い
て

は
、
行
政
サ
イ
ド
で
多
く
の
情

報
を
持
つ
こ
と
に
な
る
が
、
常

に
漏
洩
の
危
険
の
中
に
あ
る
。

悪
用
さ
れ
た
場
合
の
責
任
の
所

在
は
ど
う
な
る
の
か
。

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て

は
、
今
回
、
個
人
番
号
制
度
は

あ
く
ま
で
も
国
の
方
針
に
従
っ

て
市
が
実
施
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
税
な
ら
税
務
署
、
年

金
な
ら
年
金
機
構
、
そ
れ
ぞ
れ

の
分
野
に
お
い
て
国
で
管
理
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
番
号
は

各
制
度
の
中
で
管
理
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に

答 問 答 問

不
安
が
生
じ
る
と
い
う
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
平
成
27
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）

中
学
生
ま
で
の
福
祉
医
療

制
度
の
拡
充
に
つ
い
て
は
。

現
在
小
学
生
ま
で
を
対
象

と
し
て
い
る
本
制
度
を
平
成
28
年

４
月
か
ら
拡
充
し
、
中
学
生
ま

で
の
医
療
費
自
己
負
担
分
の
全

額
助
成
を
考
え
て
い
ま
す
。
対

象
と
な
る
中
学
生
は
約
７
５
０

答 問

名
、
医
療
費
に
つ
い
て
は
、
概

算
で
小
学
生
分
が
２，

４
０
０

万
円
、
中
学
生
分
が
１，

９
０

０
万
円
で
、
合
計
４，

３
０
０

万
円
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

認
知
症
地
域
支
援
推
進
員

の
役
割
は
。

全
戸
配
布
し
た
「
認
知
症

ケ
ア
ガ
イ
ド
」
の
概
要
版
、
詳

細
版
を
作
成
し
ま
し
た
。

認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
の

相
談
支
援
、
必
要
に
応
じ
て
医

答 問

療
、
介
護
等
の
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
関
係
機
関
へ
の

つ
な
ぎ
や
連
絡
調
整
の
支
援
を

行
っ
て
お
り
、
ま
た
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
、
も
の
忘

れ
相
談
会
の
実
施
な
ど
、
認
知

症
施
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

●
平
成
26
年
度
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
決
算

認
定被

保
険
者
数
の
動
向
は
。

前
年
度
に
比
べ
、
２
２
４

人
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

被
保
険
者
数
が
減
っ
て
療

養
給
付
費
が
伸
び
て
い
る
理
由

は
。

入
院
分
の
伸
び
が
主
た
る

理
由
で
す
。
退
職
後
に
国
保
加

入
と
な
る
た
め
、
ど
う
し
て
も

高
額
と
な
り
や
す
い
前
期
高
齢

者
の
医
療
費
が
影
響
し
て
い
ま

す
。疾

病
内
容
で
は
、
医
療
費
が

高
い
も
の
と
し
て
、
心
臓
病
・

悪
性
腫
瘍
・
腎
不
全
に
よ
る
人

工
透
析
等
と
な
っ
て
い
ま
す
。

答 問 答 問

●
平
成
26
年
度
水
道
事
業

会
計
未
処
分
利
益
剰
余
金

の
処
分
に
つ
い
て

資
本
金
、
積
立
金
、
利
益

積
立
金
の
３
つ
の
処
分
方
法
の

内
、
な
ぜ
資
本
金
に
し
た
の
か
。

処
分
方
法
を
選
択
す
る
に

あ
た
り
、
「
補
助
金
等
に
よ
る

建
設
投
資
で
、
重
要
な
資
産
で

あ
る
と
判
断
し
た
場
合
は
資
本

金
に
組
み
入
れ
る
」
と
あ
り
ま

し
た
の
で
、
資
本
金
に
し
ま
し

た
。
ま
た
、
今
後
維
持
管
理
費

が
増
え
て
い
く
の
で
、
資
本
金

を
増
や
さ
な
い
と
い
け
な
い
と

判
断
し
ま
し
た
。

答 問

●
平
成
27
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）

あ
き
た
創
業
支
援
フ
ァ
ン

ド
出
資
金
の
支
援
対
象
は
。

出
資
額
に
つ
い
て
は
秋
田
市

が
５
０
０
万
円
、
他
市
町
村
が

１
０
０
万
円
で
総
額
１
億
円
と

な
っ
て
い
る
が
、
市
の
関
わ
り
は
。

秋
田
市
広
域
市
町
村
圏
内

に
事
業
所
を
置
く
事
業
所
で
、

今
後
起
業
を
目
指
す
場
合
ま
た

は
創
業
後
10
年
以
内
の
場
合
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
上
限
額
は
１
企
業
あ

た
り
フ
ァ
ン
ド
総
額
の
10
％
と

な
り
ま
す
。

投
資
判
断
や
投
資
後
の
経
営

状
況
な
ど
に
市
が
関
与
す
る
こ

と
は
基
本
的
に
あ
り
ま
せ
ん
。

秋
田
信
用
金
庫
を
中
心
と
す

る
フ
ァ
ン
ド
の
Ｐ
Ｒ
や
情
報
提

供
等
に
努
め
ま
す
。

農
業
法
人
経
営
発
展
支
援

事
業
費
補
助
金
及
び
担
い
手
経

営
発
展
支
援
事
業
費
補
助
金
の

使
途
は
。

農
業
法
人
経
営
発
展
支
援

事
業
費
補
助
金
（
県
費
）
は
、

答 問 答 問

農
業
法
人
の
確
保
・
育
成
を
図

る
た
め
、
設
立
間
も
な
い
農
業

法
人
の
複
合
化
や
多
角
化
に
係

る
活
動
費
用
等
に
支
援
す
る
も

の
で
あ
り
、
主
に
税
理
士
等
に

係
る
経
費
や
パ
ソ
コ
ン
の
活
動

備
品
、
研
修
会
・
視
察
等
に
係

る
補
助
金
で
す
。

ま
た
、
担
い
手
経
営
発
展
支

援
事
業
費
補
助
金
（
国
費
）
は
、

集
落
営
農
又
は
複
数
経
営
の
法

人
化
、
法
人
同
士
の
統
合
等
に

よ
る
新
た
な
法
人
の
立
ち
上
げ

に
対
し
支
援
す
る
も
の
で
あ

り
、
法
人
登
記
の
申
請
経
費
な

ど
の
準
備
金
に
対
す
る
補
助
金

で
す
。道

の
駅
の
Ｅ
Ｖ
充
電
設
備

の
利
用
に
あ
た
り
有
料
に
す
る

か
無
料
に
す
る
か
に
つ
い
て
県

や
「
道
の
駅
」
連
絡
会
等
と
の
協

議
や
指
導
な
ど
は
あ
っ
た
か
。

特
に
あ
り
ま
せ
ん
。

市
の
判
断
に
よ
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

１
回
の
充
電
に
30
分
ほ
ど
か

か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

そ
の
間
道
の
駅
の
利
用
も
期
待

で
き
ま
す
。

答 問

ま
ず
は
無
料
と
し
、
経
過
を

観
察
し
た
い
。

●
平
成
26
年
度
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に

つ
い
て

水
稲
直
播
条
件
整
備
事
業

の
実
施
に
あ
た
り
そ
の
条
件
は
。

ま
た
、
現
状
は
。

こ
の
事
業
の
補
助
率
は

40
％
で
、
補
助
条
件
は
、
ま
ず

認
定
農
家
、
農
業
法
人
、
農
事

組
合
法
人
、
集
落
営
農
組
合
、

機
械
共
同
利
用
組
合
で
あ
る
こ

と
。
水
稲
作
付
け
面
積
が
12
ヘ

ク
タ
ー
ル
以
上
実
施
す
る
う

ち
、
直
播
栽
培
面
積
が
２
ヘ
ク

タ
ー
ル
以
上
行
う
こ
と
。

ま
た
、
補
助
対
象
機
械
は
、

水
稲
直
播
用
播
種
機
、
種
子

コ
ー
テ
ィ
ン
グ
マ
シ
ー
ン
と
な

っ
て
い
ま
す
。

26
年
度
の
実
績
は
、
１
件
で

天
王
地
区
農
家
の
８
名
か
ら
な

る
天
王
地
区
水
稲
直
播
機
共
同

利
用
組
合
で
Ｊ
Ａ
の
直
播
栽
培

の
指
導
の
も
と
約
７
・
９
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
直
播
き
を
行
っ
て
い

ま
す
。

答 問

マイナンバー通知カードと個人番号カード

元木山配水池
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一般質問  

９月

定例会

市

政

を

問

う

Ｋ

Ａ

Ｔ

Ａ

Ｇ

Ａ
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Ｉ
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一般質問  

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
の
導

入
に
つ
い
て
。

各
種
証
明
書
が
取
得
で
き
る
証

明
書
自
動
交
付
機
を
新
庁
舎
１
台
、
出

張
所
に
４
台
、計
５
台
稼
動
し
て
お
り
、

出
張
所
４
台
は
老
朽
化
に
よ
り
故
障
も

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
個
人
情
報
の
保

護
な
ど
考
慮
し
、
自
動
交
付
機
を
更
新

す
る
よ
り
も
大
分
安
く
導
入
で
き
る
と

答
弁

質
問

試
算
、
今
後
十
分
検
討
し
て
ま
い
り
ま

す
。

通
知
カ
ー
ド
に
つ
い
て
。

周
知
方
法
に
つ
い
て
は
、
９
月

広
報
に
掲
載
す
る
と
と
も
に
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
配
布
し
ま
し
た
。

休
日
保
育
に
つ
い
て
は
。

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
で
実
施
の
必
要
性
を
見
極
め
な
が
ら

休
日
保
育
の
環
境
整
備
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
利
用
者
へ
の
助

成
に
つ
い
て
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
の

利
用
者
支
援
を
中
心
に
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。放

課
後
子
ど
も
総
合
プ
ラ
ン
に

つ
い
て
。児

童
ク
ラ
ブ
の
整
備
に
つ
い
て

答
弁

質
問

答
弁
質
問

答
弁
質
問

は
、
「
放
課
後
子
ど
も
総
合
プ
ラ
ン
」

の
目
標
に
沿
え
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま

い
り
た
い
。
追
分
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い

て
は
非
常
に
、
狭
隘
し
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、
安
全
・
安
心
を
考
え
、
早
急
に

解
決
す
る
よ
う
検
討
し
ま
す
。

モ
バ
イ
ル
サ
イ
ト
で
の
子
育
て

支
援
に
つ
い
て
。

予
防
接
種
に
つ
い
て
は
、
種
類

や
回
数
も
多
く
複
雑
で
す
。
出
生
届
出

時
に
子
ど
も
の
予
防
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
説
明
し
、
３
歳
過
ぎ
か
ら
は
、
園
、

小
・
中
学
校
を
通
じ
て
接
種
勧
奨
の
通

知
や
感
染
症
の
情
報
を
配
布
、
未
接
種

者
に
は
、郵
送
で
個
別
に
接
種
勧
奨
し
、

き
め
細
や
か
な
対
応
に
努
め
て
お
り
、

今
後
、
専
門
医
と
の
会
議
で
、
十
分
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
拠
点
）
の
整
備

に
つ
い
て
。

妊
娠
前
か
ら
一
般
・
特
定
不
妊

答
弁

質
問

答
弁

質
問

治
療
助
成
事
業
を
は
じ
め
、
乳
幼
児
期

の
健
診
等
の
様
々
な
支
援
事
業
を
行
う

と
と
も
に
、
虐
待
な
ど
で
速
や
か
な
対

応
が
必
要
な
要
保
護
児
童
の
個
別
ケ
ー

ス
に
つ
い
て
も
、
関
係
機
関
と
連
携
を

密
に
、
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
事
業
と
同
等
の
事
業
を
展
開
し
、

旧
昭
和
庁
舎
跡
地
を
こ
ど
も
園
に
と
い

う
こ
と
を
含
め
な
が
ら
、
拠
点
と
し
た

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
も
踏
ま
え
な
が
ら
今
後

検
討
し
ま
す
。

空
き
家
対
策
推
進
で
、
定
住
対

策
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
は
。

本
市
の
空
き
家
は
築
年
数
20
年

以
上
経
過
し
て
い
る
も
の
が
80
％
近
く

あ
り
ま
す
。
空
き
家
を
取
得
し
本
市
に

移
住
を
確
認
の
上
、
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助

金
の
対
象
と
し
て
お
り
、
空
き
家
バ
ン

ク
の
取
り
組
み
等
、
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。

答
弁

質
問

マイナンバー制度について

菅原理恵子
議員

協
力
し
合
い
、
地
域
に
根
を
張
っ
て
吸

収
し
、
そ
れ
ら
を
糧
に
目
指
す
高
見
に

向
け
て
個
性
を
発
揮
す
る
こ
と
。
人
と

地
域
、
行
政
が
一
体
と
な
り
、
活
力
に

あ
ふ
れ
、
魅
力
的
な
環
境
づ
く
り
を
推

進
す
る
本
市
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
す
。

現
在
の
工
事
の
進
捗
状
況
は
。

ま
た
、
地
域
住
民
の
一
大
関
心
事
、
西

質
問

７，

８
９
１
円
で
す
。

正
面
に
置
か
れ
た
、
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
造
形
の
意
味
合
い
は
。

４
つ
の
三
角
錐
が
そ
れ
ぞ
れ
一

点
に
立
ち
、
違
っ
た
方
向
を
目
指
し
全

体
で
調
和
の
と
れ
た
「
共
生
」
を
意
味
し
、

万
物
「
地
・
水
・
火
・
風
」
と
方
位

「
東
・
西
・
南
・
北
」
四
季
「
春
・
夏
・

秋
・
冬
」
を
表
し
、
お
互
い
手
を
携
え

答
弁

質
問

用
地
購
入
か
ら
建
設
費
全
般
、

外
周
道
路
を
含
む
外
構
工
事
な
ど
事
業

総
額
は
幾
ら
か
。

総
額
は
、
53
億
９，

０
７
６
万

答
弁

質
問

口
に
つ
い
て
は
。

Ｊ
Ｒ
と
施
工
協
定
を
結
び
、
Ｊ

Ｒ
が
施
工
会
社
と
契
約
し
て
工
事
に
着

手
し
て
い
ま
す
。
広
報
７
・
８
月
号
に

掲
載
し
、
大
久
保
駅
に
も
掲
示
し
ま
し

た
。「
西
口
」
は
駅
周
辺
の
踏
切
問
題
に

一
定
の
方
向
性
が
出
て
か
ら
で
す
。
市

民
も
理
解
し
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

大
久
保
駅
の
総
工
事
費
は
Ｊ
Ｒ

質
問

答
弁

拠
出
金
を
プ
ラ
ス
し
て
約
１
億
３，

０

０
０
万
円
だ
が
、
そ
の
内
訳
は
。

Ｊ
Ｒ
と
の
協
定
時
の
内
容
で

は
、
詳
細
経
費
面
の
資
料
は
提
示
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
Ｊ
Ｒ
敷
地
内
の
埋
設
物

の
安
全
を
考
慮
す
る
と
こ
う
な
る
と
の

説
明
で
す
。

庁
舎
活
用
と
中
央
保
育
園
を
改

質
問

答
弁

築
し
た
場
合
の
工
事
費
の
比
較
検
討

は
。

旧
昭
和
庁
舎
改
修
は
２
億
４，

０
０
０
万
円
、
建
て
替
え
は
６
億
円
と

見
込
ん
で
い
ま
す
。

庁
舎
活
用
し
た
子
育
て
の
効
率

性
、
有
効
性
な
ど
、
当
局
は
周
辺
環
境

を
ど
の
よ
う
に
整
備
さ
れ
る
か
。

床
面
積
十
分
、
子
育
て
支
援
セ

答
弁

質
問

答
弁

↓

↓

ン
タ
ー
、
一
時
保
育
な
ど
将
来
の
子
育

て
支
援
の
拠
点
施
設
と
考
え
ま
す
。

周
辺
整
備
は
、
今
後
検
討
し
ま
す
。

東
保
育
園
は
、
屋
根
の
葺
き

替
え
を
さ
れ
た
。
今
後
、
両
保
育
園

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
。

議
会
や
地
域
と
相
談
し
て
進

め
ま
す
。

答
弁

質
問

佐藤　義久
議員

↓

↓

↓

↓

↓

↓

こ
の
制
度
は
税
務
署
や
警
察
、

国
、
地
方
自
治
体
だ
け
で
な
く
中
小
業

者
も
取
り
扱
う
こ
と
に
な
り
、
収
入
や

預
貯
金
、
年
金
、
介
護
保
険
、
各
種
福

祉
制
度
な
ど
98
行
政
事
務
が
扱
わ
れ

る
。
個
人
情
報
流
失
対
策
や
市
民
の
疑

問
へ
の
対
応
は
。

「
情
報
漏
え
い
の
対
策
」
は
従

前
よ
り
本
市
で
は
住
民
基
本
台
帳
や
税

な
ど
の
個
人
情
報
を
扱
う
基
幹
系
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
と
財
務
会
計
な
ど
の
内
部

情
報
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
の
直
接
の

通
信
は
遮
断
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の
接
続
に
は
、
外
部

の
攻
撃
か
ら
内
部
を
保
護
す
る
た
め
の

答
弁

質
問

機
器
を
設
置
す
る
な
ど
技
術
的
な
対
策

を
講
じ
て
お
り
ま
す
。
よ
り
強
固
な
環

境
の
構
築
と
個
人
情
報
を
扱
う
職
員
に

対
し
適
切
な
個
人
情
報
保
護
に
関
す
る

研
修
を
実
施
す
る
な
ど
人
的
な
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
の
確
保
に
も
努
力
い
た
し
ま

す
。
９
月
広
報
と
と
も
に
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
配
布
し
て
お
り
ま
す
が
、
疑
問
、

不
安
へ
の
対
応
は
担
当
職
員
や
国
の
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
へ
問
い

合
わ
せ
て
頂
き
ま
す
。

今
年
で
７
年
目
の
事
業
だ
が
、

改
善
を
望
む
声
が
あ
る
。
今
後
の
取
り

組
み
は
。商

工
会
と
の
協
議
の
も
と
、
窓

口
来
場
者
一
人
に
つ
き
５
セ
ッ
ト
ま
で

の
販
売
と
し
、
一
日
あ
た
り
の
販
売
数

も
制
限
し
て
販
売
日
数
も
多
く
し
大
勢

の
方
か
ら
購
入
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
し

ま
し
た
が
、
一
人
で
各
販
売
所
を
渡
り

歩
い
た
り
、
連
日
販
売
所
に
通
い
何
度

も
商
品
券
を
購
入
し
た
方
が
い
る
と
情

報
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
解
消

す
る
た
め
に
本
人
確
認
や
全
世
帯
に
交

換
券
を
配
布
す
る
な
ど
、
効
率
的
、
平

等
性
の
あ
る
販
売
方
法
を
商
工
会
と
も

協
議
を
し
な
が
ら
事
業
継
続
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。

答
弁

質
問

育
て
る
漁
業
で
、放
流
事
業
を
行

い
、
江
川
・
天
王
漁
港
も
再
生
整
備
し
た

が
水
産
業
政
策
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

安
定
し
た
漁
獲
量
の
確
保
を
図

る
た
め
に
ガ
ザ
ミ
、
ア
ワ
ビ
等
の
種
苗

放
流
事
業
を
継
続
実
施
し
漁
港
施
設
の

長
寿
命
化
対
策
や
漁
港
内
、
航
路
の
堆

砂
の
浚
渫
な
ど
漁
業
者
が
行
う
藻
場
等

の
水
産
資
源
の
保
護
・
培
養
に
寄
与
す

る
資
源
な
ど
の
維
持
・
回
復
に
資
す
る

保
全
活
動
を
支
援
し
て
お
り
ま
す
。「
北

限
の
ふ
ぐ
」
は
ふ
る
さ
と
納
税
へ
の
返

礼
品
で
人
気
が
出
て
き
て
お
り
ま
す
。

浜
の
活
力
再
生
プ
ラ
ン
を
作
成
中
で
す
。

八
郎
湖
の
あ
お
こ
対
策
は
沿
岸
構
成
市

町
村
で
協
議
会
が
あ
り
、
抜
本
的
な
対

策
が
必
要
だ
と
申
し
上
げ
て
お
り
、
県
も

予
算
を
増
や
し
て
き
て
い
る
状
況
で
す
。

答
弁

質
問

マイナンバー制度への
対応について

藤原　典男
議員

新庁舎の工 事概要について

昭和中央保育園

証明書自動交付機

マイナンバーのパンフレット

大
久
保
駅
の
改
築
は

旧
昭
和
庁
舎
の
活
用
に
つ
い
て

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

地
方
版
総
合
戦
略
に
つ
い
て

共
通
商
品
券
事
業
に
つ

い
て

本
市
の
水
産
業
政
策
に

つ
い
て
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一般質問  

旧昭和庁舎は
産業文化振興拠点に

佐々木嘉一
議員

伊藤　正吉
議員

議員の報酬について

西村　　武
議員

飯田川庁舎の 利活用について

本
市
議
員
の
報
酬
に
対
す
る
当

局
の
見
解
は
。

本
市
議
員
の
報
酬
は
平
成
18
年

１
月
に
、
市
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の

答
申
で
３
月
定
例
議
会
で
可
決
さ
れ
た

も
の
で
、
審
議
会
に
諮
問
し
た
報
酬
額

は
県
内
最
高
額
を
支
給
し
て
い
た
秋
田

市
と
合
併
後
、
確
定
し
て
い
た
県
内
８

市
の
平
均
額
を
も
と
に
合
併
で
議
員
数

の
減
少
や
議
員
一
人
当
た
り
の
人
口
割

合
が
増
え
る
こ
と
も
考
慮
し
算
定
し
て

お
り
、
県
内
人
口
規
模
が
類
似
し
て
い

る
鹿
角
市
、
男
鹿
市
、
北
秋
田
市
、
仙
北

市
の
４
市
の
平
均
額
よ
り
若
干
高
く
な

っ
て
お
り
、
市
議
会
改
革
推
進
会
議
に

答
弁

質
問

お
い
て
議
員
の
定
数
と
議
員
報
酬
が
検

討
課
題
で
推
移
を
見
守
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

周
辺
環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す

危
険
の
あ
る
空
き
家
に
つ
い
て
解
体
費

用
、
補
助
金
と
し
て
60
％
最
高
で
60
万

円
の
助
成
と
な
っ
て
い
る
が
所
有
者
が

高
齢
で
40
％
の
負
担
が
で
き
な
い
、
又

相
続
放
棄
、
行
方
不
明
者
等
の
危
険
な

空
き
家
の
対
応
策
は
。

平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
施
行

し
て
お
り
ま
し
た
空
き
家
解
体
助
成
額

は
、
本
市
の
補
助
率
は
県
内
で
一
番
高

く
60
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
高
齢
者

所
有
の
危
険
な
空
き
家
に
つ
い
て
も
財

産
の
管
理
は
所
有
者
の
責
任
で
行
う
も

の
で
支
援
等
は
な
く
、
解
体
が
進
ま
な

答
弁

質
問

い
の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。

政
府
は
農
林
、
水
産
業
、
地
域

の
活
力
創
造
プ
ラ
ン
、
農
業
農
村
全
体

の
所
得
を
今
後
10
年
間
で
倍
増
さ
せ
る

計
画
で
方
法
と
し
て
、
地
域
資
源
を
活

用
し
抜
本
的
な
農
地
の
畜
産
的
土
地
利

用
や
漢
方
薬
の
原
料
生
薬
の
自
給
の
方

策
等
を
計
り
、
遊
休
農
地
や
耕
作
放
棄

地
を
活
用
し
所
得
の
向
上
に
つ
な
げ
る

方
策
で
す
が
、
本
市
も
遊
休
農
地
や
耕

作
放
棄
地
も
相
当
数
あ
り
農
業
農
村
の

所
得
倍
増
計
画
に
ど
の
よ
う
に
対
応
す

る
の
か
。本

市
は
依
然
と
米
を
中
心
と
し

た
経
営
が
多
い
が
経
営
の
複
合
化
や
多

角
化
を
推
進
す
る
た
め
、
５
年
前
よ
り

市
単
独
事
業
と
し
て
潟
上
市
生
産
力
向

答
弁

質
問

上
事
業
を
立
ち
上
げ
複
合
の
推
進
を
行

っ
て
お
り
、
水
稲
直
播
栽
培
の
普
及
拡

大
を
図
る
た
め
、
市
単
独
で
水
稲
直
播

条
件
整
備
事
業
費
補
助
金
も
立
ち
上
げ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
農
地
中
間
管
理
事

業
を
有
効
に
活
用
し
農
地
の
集
約
化
を

図
り
生
産
コ
ス
ト
の
縮
減
、
遊
休
農
地

や
耕
作
放
棄
地
の
拡
大
防
止
に
つ
な
げ

農
村
農
業
の
所
得
増
加
に
つ
な
が
る
よ

う
努
力
し
ま
す
。

市
産
業
政
策
、
市
民
所
得
、
雇

用
の
課
題
は
重
要
だ
。
地
方
創
生
の
基

本
施
策
と
し
て
未
来
志
向
的
な
産
業
文

化
の
拠
点
施
設
と

し
て
再
生
し
、
創

業
、
起
業
支
援
、

移
住
定
住
、
雇
用

支
援
等
官
民
協
働

の
活
動
拠
点
施
設

と
し
て
再
生
利
用

す
る
こ
と
は
ど
う

か
。
検
討
中
の
昭

和
地
区
認
定
こ
ど

も
園
構
想
は
立
地

環
境
上
現
在
の
中

質
問

央
保
育
園
（
大
豊
小
）
に
隣
接
す
る
位

置
で
よ
い
と
思
う
が
。

旧
昭
和
庁
舎
の
活
用
の
ご
提
案

に
つ
い
て
は
抽
象
的
と
感
じ
ま
し
た
。

昭
和
地
区
認
定
こ
ど
も
園
構
想
は
保
護

者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
１
３
２
人
）
を

重
要
と
受
け
止
め
具
体
的
な
配
置
図
を

作
成
し
、
昭
和
地
区
自
治
会
長
へ
の
説

明
機
会
を
設
け
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え

議
会
に
相
談
し
ま
す
。

本
市
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定

は
８
月
末
と
伺
っ
て
い
た
が
、総
人
口
、

65
歳
以
上
老
年
人
口
、生
産
年
齢
人
口
、

年
少
人
口
、
自
然
動
態
、
社
会
動
態
の

推
計
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
委
託
期

間
は
来
年
の
３
月
末
ま
で
で
す
。
具
体

答
弁

質
問

答
弁

的
な
推
計
ま
で
は
至
っ
て
お
り
ま
せ

ん
。
基
本
的
に
は
県
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

を
参
考
に
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い

ま
す
。

地
方
創
生
総
合
戦
略
の
「
施
策

の
基
本
方
向
」
と
今
後
10
年
間
の
総
合

計
画
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
。

地
方
創
生
総
合
戦
略
は
人
口
減

少
対
策
で
す
。
総
合
計
画
と
の
関
係
性

に
つ
い
て
は
、
調
査
分
析
の
成
果
の
活

用
に
よ
り
整
合
化
を
図
り
ま
す
。

潟
上
市
新
総
合
教
育
会
議
に
お

い
て
協
議
さ
れ
た
こ
と
は
。

会
議
に
お
い
て
の
協
議
事
項

は
、
先
ず
「
潟
上
市
新
総
合
教
育
会
議

設
置
要
綱
」
を
確
認
し
議
長
に
市
長
を

選
任
し
ま
し
た
。
ま
た
「
潟
上
市
教
育

答
弁

質
問

答
弁

質
問

大
綱
」
策
定
の
件
を
協
議
し
ま
し
た
。

大
綱
の
策
定
は
、
現
在
策
定
中
の
市
総

合
計
画
と
合
わ
せ
て
大
綱
を
制
定
す
る

こ
と
と
し
ま
す
。
な
お
新
総
合
教
育
会

議
の
内
容
に
つ
い
て
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

「
事
務
体
制
と
専
門
職
の
育
成
」

に
つ
い
て
は
、
平
成
17
年
秋
田
県
教
育

委
員
会
と
の
連
携
協
力
に
関
す
る
協
定

に
よ
り
進
め
て
い
る
が
、
教
育
施
策
の

多
様
化
の
現
状
は
、
専
門
職
の
養
成
が

必
要
と
考
え
る
が
。

秋
田
県
か
ら
の
指
導
主
事
の
派

遣
に
よ
り
対
応
し
て
お
り
ま
す
。
指
導

主
事
は
、
教
育
に
識
見
を
有
し
、
か
つ

学
校
教
育
に
関
す
る
専
門
的
事
項
に
教

養
と
経
験
の
有
る
者
を
学
校
教
員
か
ら

充
て
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
、
県
教

育
委
員
会
の
協
議
に
よ
り
配
置
し
て
い

ま
す
が
、
職
員
の
養
成
と
い
う
観
点
か

ら
配
慮
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

答
弁

質
問

飯
田
川
庁
舎
の
利
活
用
に
つ
い

て
地
区
住
民
の
意
見
・
要
望
を
聞
く
機

会
を
設
け
た
方
が
よ
い
と
思
う
が
。

質
問

今
後
の
飯
田
川
庁
舎
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル（
案
）は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

社
会
福
祉
協
議
会
の
案
も
含

め
、
今
後
議
会
と
相
談
し
な
が
ら
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

羽
後
飯
塚
駅
舎
を
建
築
設
計
す

質
問

答
弁

質
問

駅
舎
の
建
築
を
望
む
が
。

Ｊ
Ｒ
秋
田
支
社
と
設
計
に
関
す

る
基
本
協
定
を
締
結
し
、
本
年
度
内

に
実
施
設
計
を
終
え
、
来
年
度
の
駅

舎
改
築
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
基
本

的
に
は
、
明
る
く
て
、
清
潔
感
が
あ

り
、
温
か
い
空
間
を
感
じ
ら
れ
る
よ

う
な
建
物
を
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

答
弁

市
民
の
利
便
性
、
収
納
率
の
向

上
を
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て

納
期
限
を
一
定
期
間
過
ぎ
る
と
取
り
扱

い
が
で
き
な
い
こ
と
、
コ
ス
ト
面
で
は

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
シ
ス
テ
ム
改
修
費
、

機
器
購
入
費
を
含
め
約
６，

０
０
０
万

円
と
試
算
さ
れ
、
割
高
に
な
る
問
題
点

が
あ
り
ま
す
。
今
後
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
観
点
か
ら
も
コ
ン
ビ
ニ
納
付
の
把
握

に
努
め
な
が
ら
、
検
討
し
ま
す
。

答
弁

旧
庁
舎
の
利
活
用
に
つ
い
て

は
、
市
民
委
員
会
の
「
現
庁
舎
等
利
活

用
検
討
委
員
会
」の
報
告
書
に
基
づ
き
、

「
図
書
館
・
児
童
ク
ラ
ブ
等
の
配
置
」

を
示
し
、
飯
田
川
地
区
地
域
審
議
会
に

も
説
明
し
て
お
り
、
市
民
の
意
見
は
既

に
反
映
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認
識
し
、

再
度
意
見
、
要
望
を
聞
く
た
め
の
説
明

会
の
開
催
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

答
弁

昭
和
庁
舎
が
昭
和
地
区
３
保
育

園
を
統
合
し
認
定
こ
ど
も
園
と
す
る
案

が
決
定
さ
れ
た
場
合
、
飯
田
川
庁
舎
を

社
会
福
祉
協
議
会
の
配
置
等
の
変
更
も

あ
り
得
る
の
か
。

ご
提
言
の
社
会
福
祉
協
議
会
に

つ
い
て
は
、
ス
ペ
ー
ス
等
の
課
題
も
あ

る
が
、
今
後
検
討
に
値
す
る
提
言
だ
と

認
識
し
て
お
り
ま
す
。

答
弁

質
問

る
に
当
た
っ

て
、
外
壁
を

小
玉
醸
造
の

レ
ン
ガ
倉
庫

を
真
似
て
レ

ン
ガ
風
造
り

と
か
、
数
寄

屋
造
り
風
な

ど
他
に
な
い

特
長
の
あ
る

市
の
税
金
等
の
支
払
い
の
利
便

性
の
向
上
の
た
め
、コ
ン
ビ
ニ
収
納
は
、

土
曜
、
日
曜
、
夜
間
な
ど
の
納
付
が
可

能
に
な
る
こ
と
に
よ
り
納
付
率
の
向
上

や
市
民
が
納
め
や
す
い
環
境
を
整
え
る

と
い
う
点
で
も
検
討
し
て
は
。

質
問

羽後飯塚駅

旧昭和庁舎全景

↓

↓

↓

↓

↓

↓

↓

↓

農
家
の
経
営
が
成
り
立

つ
政
策
に
つ
い
て

危
険
な
空
き
家
の
対
応

に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
税
等
の

コ
ン
ビ
ニ
納
付
に
つ
い
て

教
育
行
政
に
関
し
て

羽
後
飯
塚
駅
の
改
築
に
つ
い
て

２
０
６
０
年
の
本
市
の

人
口
推
計
は

稲刈りの様子
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一般質問  

◆
議
案
の
内
容

●
備
品
購
入
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
（
教
育

用
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
購
入
）
全
会
一
致
可
決

契

約

者
　
エ
イ
デ
イ
ケ
イ
富
士
シ

ス
テ
ム
㈱

契
約
金
額
　
３，

４
７
４
万
９
千
円

落
札
比
率
　
97
・
28
％

議会議員政治倫理条例にかかわる関係私企業との請負契約等の状況について、市長より報告があり

ましたので次のとおり公表します。

契　約　期　間 
発  注  期  日 
（契約年月日） 

請負契約等の金額 
（実績額） 

契約形態 請負人の氏名 
請負契約等 
の内容 

事　業　名 関係する議員 

平成27年５月29日～ 
平成27年12月18日 

平成27年５月29日 52,380,000円 競争入札 
西 村 建 設 

代 表 取 締 役 
西村　　聖 

羽城中学校体育 
館等改修工事 

学校施設環境改 
善交付金事業 

西村　　武 

平成27年５月１日～ 
平成28年３月31日 

平成27年５月１日 712,800円／t
競争入札 
（単価契約） 

チ ダ 薬 局 
代 表 取 締 役 
千田　健一 

活性炭納入 

市単独事業 千田　正英 

平成27年５月１日～ 
平成28年３月31日 

平成27年５月１日 
47,520円／t
（237,600円 ） 

競争入札 
（単価契約） 

消石灰納入 

平成27年５月１日～ 
平成28年３月31日 

平成27年５月１日 
129,600円／t
（259,200円 ） 

競争入札 
（単価契約） 

炭酸ソーダ納入 

平成27年５月１日～ 
平成28年３月31日 

平成27年５月１日 23,328円／t
競争入札 
（単価契約） 

凝集剤納入 

平成27年５月20日～ 
平成28年３月31日 

平成27年５月20日 75,600円／t
随意契約 
（単価契約） 

苛性ソーダ納入 

平成27年５月19日～ 
平成27年６月30日 

平成27年５月19日 
558,360円／t
（466,992円 ） 

随意契約 
（単価契約） 

天 王 小 学 校 等 
プール薬品購入 

【平成27年５月１日～平成27年７月末日】

※実績額は平成27年7月末現在

関係私企業との請負契約等の状況について 関係私企業との請負契約等の状況について 
◆
議
案
の
内
容

●
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

全
会
一
致
可
決

風力発電（売電）事業について

中川　光博
議員

潟
上
市
海
岸
線
一
円
に
わ
た
り

41
基
の
風
車
を
建
設
す
る
大
規
模
な
風

力
発
電
（
売
電
）
事
業
が
進
ん
で
い
ま

す
。
出
戸
浜
海
水
浴
場
を
境
に
、
南
側

に
22
基
、
北
側
に
19
基
を
建
設
す
る
計

画
で
す
。
市
民
に
正
確
な
情
報
が
伝
わ

ら
な
い
ま
ま
計
画
が
進
行
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。
風
車
は
高
さ
１
３
０
ｍ

強
・
直
径
は
１
０
０
ｍ
と
い
う
大
き
さ

だ
が
、
事
業
の
概
要
は
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
。
建
設
予
定
区
域
の
海
岸
線
は
住
宅

質
問

地
や
漁
港
に
も
近
い
が
、
風
車
は
住
宅

地
か
ら
ど
れ
く
ら
い
の
距
離
に
な
る
の

か
。
建
設
手
順
は
。
地
域
住
民
や
町
内

会
と
は
ど
の
よ
う
に
調
整
を
図
る
の
か
。

秋
田
県
の
公
募
に
よ
り
選
定
さ

れ
た
民
間
の
２
事
業
者
が
県
有
地
で
行

う
も
の
で
、
事
業
主
体
が
民
間
業
者
な

の
で
質
問
へ
の
答
弁
は
で
き
ま
せ
ん
。

今
後
は
、
環
境
影
響
評
価
法
及
び
潟
上

市
環
境
基
本
条
例
に
基
づ
き
国
・
県
と

連
携
し
注
視
し
て
ま
い
り
ま
す
。

潟
上
市
は
立
地
自
治
体
な
の
で

民
間
事
業
者
で
も
素
通
り
す
る
わ
け
に

い
か
な
い
。
事
業
者
は
追
分
地
区
で
の

住
民
説
明
会
で
、
法
的
手
順
に
沿
っ
て

潟
上
市
に
事
業
概
要
は
説
明
し
た
と
言

質
問

答
弁

っ
て
い
た
が
ど
う
か
。
風
力
発
電
に
つ

い
て
は
大
規
模
な
事
業
な
の
で
、
特
に

人
体
に
影
響
の
あ
る
か
も
し
れ
な
い
風

車
の
風
切
り
音
が
起
こ
す
騒
音
問
題
、

低
周
波
健
康
被
害
問
題
が
不
安
要
素
だ
。

事
業
者
が
安
全
対
策
を
と
っ
て
く
れ
る

の
か
。
さ
ら
に
は
電
波
障
害
等
も
気
に

か
か
る
。
近
隣
住
民
に
不
安
の
な
い
よ

う
に
し
て
お
く
の
が
行
政
・
議
会
の
大

切
な
役
割
だ
と
思
う
が
。

潟
上
市
に
ど
う
い
う
話
を
し
た

か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
こ
れ
か
ら

会
社
や
担
当
者
に
問
い
合
わ
せ
、
し
っ

か
り
調
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

答
弁

納
　
　
期
　
平
成
27
年
10
月
30
日

●
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

全
会
一
致
可
決

補
正
予
算
の
総
額
は
１
８
１
万
円

の
追
加
で
、
秋
田
ノ
ー
ザ
ン
ハ
ピ
ネ

ッ
ツ
プ
レ
シ
ー
ズ
ン
ゲ
ー
ム
開
催
事

業
に
伴
う
委
託
料
81
万
円
と
負
担
金

１
０
０
万
円
で
す
。

◆
議
員
発
議

●
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

賛
成
多
数
可
決

議
会
改
革
推
進
会
議
、
議
会
議
員

政
治
倫
理
審
査
会
な
ど
議
会
の
議
決

に
よ
り
設
置
さ
れ
た
会
議
を
費
用
弁

償
の
支
給
対
象
と
す
る
も
の
。

※
賛
否
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
（
欠
席
者

２
名
及
び
議
長
を
除
く
・
議
席
番
号
順
）

【
賛
成
議
員
】

堀
井
克
見
・
佐
々
木
嘉
一
・
小
林
悟
・

藤
原
典
男
・
千
田
正
英
・
戸
田
俊
樹
・

中
川
光
博
・
佐
藤
義
久
・
伊
藤
正
吉
・

菅
原
久
和
・
鈴
木
斌
次
郎

【
反
対
議
員
】

鐙
　
仁
志
・
藤
原
幸
雄
・
西
村
　
武
・

菅
原
理
恵
子
・
大
谷
貞
廣

●
地
方
自
治
法
第
１
８
０
条
第
１
項

の
規
定
に
基
づ
く
市
長
の
専
決
処
分

事
項
の
指
定

全
会
一
致
可
決

市
長
の
専
決
処
分
事
項
に
、
児
童

の
広
域
入
所
に
係
る
関
係
地
方
公
共

団
体
と
協
議
を
行
う
施
設
に
つ
い
て
、

保
育
所
の
ほ
か
に
幼
保
連
携
型
認
定

こ
ど
も
園
を
加
え
る
も
の
。

補
正
予
算
の
総
額
は
１
６
７
万
３

千
円
の
追
加
で
、
飯
田
川
支
団
第
２

分
団
の
秋
田
県
消
防
操
法
大
会
出
場

に
伴
う
経
費
で
す
。

↓

第
２
回
臨
時
議
会 

第
３
回
臨
時
議
会

第
３
回
臨
時
議
会 

第
３
回
臨
時
議
会
　
８
月
４
日
開
催 

第
２
回
臨
時
議
会

第
２
回
臨
時
議
会 

第
３
回
臨
時
議
会 

第
２
回
臨
時
議
会
　
７
月
27
日
開
催 

第
２
回
臨
時
議
会
は
７
月
27
日
に
開
催
さ
れ
、備
品
購
入
契
約
の
締
結
、

一
般
会
計
補
正
予
算
、
議
員
発
議
２
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

第
３
回
臨
時
議
会
は
８
月
４
日
に
開
催
さ
れ
、
一
般
会
計
補
正
予
算

を
可
決
し
ま
し
た
。

風力発電建設予定地

安
全
対
策
は



か た が み 市 議 会 だ よ り 142015.11

潟
上
市
議
会
だ
よ
り

第
42
号
・
平
成
27
年
11
月
１
日

発
行
／
潟
上
市
議
会
／
秋
田
県
潟
上
市
天
王
字
棒
沼
台
２
２
６
―
１
／
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
１
８（
８
５
３
）５
３
３
０

編
集
／
潟
上
市
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会
　
　
　
印
刷
／
㈱
八
郎
潟
印
刷

編
集
後
記 

収
穫
の
秋
を
満
喫
で
き
る
季

節
に
な
り
ま
し
た
。

今
、
市
で
は
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
を
策
定

中
で
す
。
議
会
で
も
特
別
委
員

会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
、
地
域
資
源

の
活
用
、
産
業
・
雇
用
の
３
つ

の
課
題
を
設
定
し
、
委
員
間
の

自
由
討
議
形
式
で
協
議
し
、
政

策
を
提
言
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
の
皆
様
か
ら
も
参
画
し

て
も
ら
い
貴
重
な
ご
意
見
を
い

た
だ
き
、
政
策
に
反
映
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

さ
に
、
行
政
、
議
会
、
市
民
が

協
働
し
て
進
め
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

ま
た
、
住
み
や
す
い
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
開
か
れ
た
議
会
、

市
民
参
加
の
議
会
を
め
ざ
し
て

頑
張
り
ま
す
。

（
小
林
　
悟

記
）

陳 情 第 11 号
（継続審査に
ついての賛否）

陳 情

第 10 号

陳 情

第 ８ 号

陳 情

第 ６ 号

　　　　　議  案  等

氏　　名　　　　　

会　派　名

×○○○小　林　　　悟代　表
新生クラブ

○○○○千　田　正　英

○○○×大　谷　貞　廣代　表

政友平成会 欠欠欠欠児　玉　春　雄

××○×澤　井　昭二郎

○○○○佐々木　嘉　一代　表

改革クラブ

○○○○戸　田　俊　樹副代表

×○○○鈴　木　斌次郎

×○○○菅　原　久　和

×○○○中　川　光　博

○○○×藤　原　幸　雄代　表

新　光　会 ○○○×西　村　　　武幹事長

○○○×鐙　　　仁　志

××○×藤　原　典　男日 本 共 産 党

会
派
に
属
さ
な
い

○○×○菅　原　理恵子公 明 党

○○○○堀　井　克　見生 新 会

○○○○佐　藤　義　久新星だるま会

×○○○伊　藤　正　吉民 生 ク ラ ブ

議議議議伊　藤　榮　悦議　　　　 長

継続審査採 択採 択採 択結 果

9月定例会各議員の賛否一覧（全会一致を除く） 9月定例会各議員の賛否一覧（全会一致を除く） 平成27年 

（〔○〕：賛成、〔×〕：反対、〔欠〕：欠席、〔議〕：議長）

※ ＪＲ大久保駅西口の開設に関する要望書

「所得税法第56条の廃止を求める意見書」の提出についての陳情

外国人の扶養控除制度の見直しを求める意見書の採択を求める陳情

憲法に違反する安全保障関連法案を廃案とするよう関係機関への意見書提出を求める陳情陳情第11号

陳情第10号

陳情第８号

陳情第６号


